





























でされてきた。海外では Trickett & Moos（1973）が
社会組織という観点に重点をおいて学級集団をとらえ
た Classroom Environment Scale（CES） を 作 成 し，
学 級 集 団 の 構 造 と し て「 関 与（involvement）」，「 親
和（affiliation）」，「 支 持（support）」，「 課 題 志 向 性
（task orientation）」，「競争（competition）」，「秩序と
























Influence of Classroom Atmosphere on Children’s Emotions






















































































































































20XX 年 7 月の 1 ヵ月間に，中部地方の公立小学校 4
校の協力を得て，各校に在籍する小学 4 年生，小学 5 年
生，小学 6 年生を対象に質問紙調査を実施した。最終的
に，19 学級 544 名の児童（4 年生 154 名，5 年生 186 名，

























ない」，「3: まあそうおもう」，「4: そうおもう」の 4 件
法で回答を求めた。
③日本語版児童用正負感情尺度（Positive and Negative 
Affect Schedule for Children: PANAS-C）




























続いて，PANAS-C の 10 項目について因子分析（最
尤法，プロマックス回転）を行った（Table2）。その結果，
－ 32 －
































目的変数 ij = β0j +β1j *（認め合い）ij +β2j *（規律）
　　　　　　ij + β3j *（活発さ）ij + eij
＜レベル 2（学級レベル）の式＞
β0j =γ00 +γ01*（全体の認め合い）+ γ02*（規律）
　　 +γ03*（活発さ）＋μ0j
β1j =γ10 +γ11（集団の認め合い）+ μ1j
β2j =γ20 +γ11（集団の規律）+ μ2j
β3j =γ30 +γ11（集団の活発さ）+ μ3j





人の気持ちがわかる、やさしい子がたくさんいます .757 -.068 .028 .535
だいたいの人がそうじを一生けんめいします .564 .134 -.129 .344
苦手なことでも、がんばっている友達を応援します .474 .206 .089 .477
体育や勉強などで、できないことがあったとき、教え合います .390 .136 .146 .355
規
律
授業中、一生けんめい勉強します .021 .770 -.018 .601
先生の話や発表する人の話を静かにきけます -.044 .708 -.067 .424
学校のきまりやみんなで決めたことを守ります .353 .519 -.122 .538




給食中、近くの人と楽しくおしゃべりしながら食べます -.153 -.080 .701 .346
運動、係活動など、それぞれの場面でいろんな人がリーダーになります .069 .013 .537 .349
話し合いのとき、みんなが思っていることを遠慮せずに言えます -.166 .293 .530 .368
じょうだんや、おもしろいことを言って笑わせる人がたくさんいます .317 -.231 .482 .374
運動やスポーツ好きで元気な人がたくさんいます .206 .006 .384 .294
学校の行事や、お楽しみ会などに、やる気を出します .200 .101 .375 .350
因子間相関
第 2 因子 .668 -
第 3 因子 .637 .485 -
α係数 .731 .765 .723
Table1　学級雰囲気尺度の因子分析結果
Table2　PANAS-C 因子分析結果




悲しい .866 -.009 .749
さびしい .825 .015 .681
おびえた .667 .073 .453
落ちこんだ .660 -.005 .435




うれしい -.033 .815 .663
しあわせな -.019 .739 .546
元気いっぱいな -.029 .718 .515
いきいきした -.013 .670 .448
落ちついた .148 .423 .205
因子間相関 第 1 因子 .036
α係数 .822 .795








律の固定効果が有意な負の値（B = － 0.34, 95%CI [-0.61, 
-0.07], p  < .05）を示した。また，正感情において，認
め合いの固定効果（B = 0.68, 95%CI[0.39, 0.97], p  < .01）
と活発さの固定効果が有意な正の値（B = 0.40, 95%CI 
[0.25, 0.54], p  < .01）を示した。一方で，正感情におい

























Table4　学級雰囲気尺度 3因子と PANAS-C2 因子の級内相関係数
変数名 級内相関 95% 下限 95% 上限 p 値
認め合い .027 -.001 .100 .034
規律 .057 .016 .159 .000
活発さ .032 .002 .112 .017
負感情 .045 .009 .137 .003
正感情 .010 -.011 .069 .200
学級雰囲気 PANAS-C
1. 認め合い 2. 規律 3. 活発さ 4. 負感情 5. 正感情
1 ―
2 .624 ** ―
3 .539 ** .449 ** ―
4 -.189 ** -.203 ** -.089 + ―
5 .524 ** .414 ** .480 ** .047 ―
** p  < .01, * p < .05, + p < .10
負感情 正感情
固定効果 推定値 95% 下限 95% 上限 推定値 95% 下限 95% 上限
切片 10.908 ** 10.164 11.652 18.449 ** 17.928 18.970
認め合い -0.185 -0.464 0.095 0.677 ** 0.385 0.970
規律 -0.338 * -0.608 -0.068 0.124 -0.083 0.330
活発さ 0.014 -0.169 0.196 0.397 ** 0.254 0.539
変量効果 分散 分散
切片 1.139 ** 0.471 **
認め合い 0.009 0.099 *
** p  < .01, * p < .05
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